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会社概要
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会社名 フランスベッド株式会社

本社所在地 〒163-1105 東京都新宿区西新宿6丁目22-1 
新宿スクエアタワー 5階

設立 昭和21年6月5日 （1946年6月5日） ※登記上の設立年月日

資本金 56億450万円

従業員数 1,432名 （2025年3月31日現在）

代表者 代表取締役社長 池田 茂

事業内容 ベッド、家具類、寝装品、健康機器、療養ベッド、福祉用具
リネン等製造・仕入れ
レンタル・小売り及び販売



フランスベッドのあゆみ

1949年 当社創業者池田実が「双葉製作所」創立

 スクーターなどの車両用シートの製造を開始

1955年 「分割式ベッド」の製造販売を開始。「フランスベッド」を商標として使用

1961年 「フランスベッド㈱」に商号変更

1977年 医療福祉施設向けベッドを開発

1983年 フランスベッド販売㈱において、日本で初めて療養ベッドの家庭向けレンタル事業を開始

1990年 介護支援ベッドを発売・レンタル開始

2000年 ヒューマンケアベッドを発売・レンタル開始

2005年 低床ベッドを発売・レンタル開始

2023年 超・超低床フロアーベッドを発売・レンタル開始

「寝ながら考えましたのTVCMで話題」

2020年 マルチポジションベッドの発売・レンタルを開始
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フランスベッドのあゆみ
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見守りケアシステム 開発のポイント
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【介護現場の困りごと・ニーズ】

・床に設置するシート型のタイプは、利用者が乗り越えてしまい危険。

・アラートがならずに利用者が離床している。

・介護者とともに離床する（電源OFF）が、戻った際に電源を入れ忘れてしまう。

・設定方法が簡単で誰でも設定できるようにしたい。

・ベッド周りの配線も気になる。

・利用者の動きなどが後で確認できないか？

誰でも簡単に設定できるセンサーをベッドに組み込むことはできないか？



見守りケアシステムの沿革

2012年 見守りケアシステムの開発スタート

2013年 見守りケアシステム「M-1」販売開始

起き上がり通知の正確性とスピード感の評判が高く

約900施設導入

2017年 見守りケアシステム「M-2」販売開始

「M-1」からの機能向上及び現場要望に応える

・体重測定機能 ・Wi-Fi機能

約2,500施設導入

2025年 見守りケアシステム「M-2R」販売開始

「M-2」に生産性向上に資する新機能を搭載

・タスク管理機能 ・カラー液晶表示、

・新しいアプリ「M-2 Care System」

見やすいUI

iOS、Androidでも閲覧可能なアプリ。
7



見守りケアシステム「M-2R」概要
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荷重の変化が伝わりやすい場所にセンサーを

４つ内蔵させることで、荷重移動の検知を高め、

ベッド上のご利用者の動きを正確に把握。

正確性を高めることで誤報の抑制を図ることを実現。

内蔵式のためベッド周りの配線による転倒事故や断線トラブルなども回避。

高精度な荷重センサー

見守りケアシステム【特徴 ①】
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設定は

『YES』

『N O』

選択『↑』

選択『↓』

の４つのボタンで
画面の

ナビゲーションに
従って設定します。

らくらく簡単設定

見守りケアシステム【特徴 ②】
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体重測定機能

見守りケアシステム【特徴 ③】
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自動見守り再開機能

見守りケアシステム【特徴 ④】
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タスクボタン機能

見守りケアシステム【特徴 ⑤】
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リアルタイムでのモニタリング

見守りケアシステム【特徴 ⑥】
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各種ログデータ

見守りケアシステム【特徴 ⑦】



導入実例 公益財団法人フランスベッド・ホームケア財団 発行季刊誌 「ふれあいの輪」より抜粋
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東京都町田市の特養友愛荘（110床）全床に「見守りケアシステムM-2」を導入。

見守り機器はナースコール経由型、カメラセンサー型、バイタルセンサー型が

ある中でナースコール対応型は失報がほとんどなく、

何より使い勝手が良いと評価いただく。

現場の声

掲載記事はこちらから ⇒



【① 特別養護老人ホーム】

● マット式センサーと違い、利用者が予想範囲外の位置からベッドを降りる際に

 起きていた事故を予防できた。

● 4段階の設定と3段階の感度調節が出来る為、様々な状態の利用者の状況に対応でき

 ケアプランも立て易くなった。

【② 特別養護老人ホーム】

● ナースコールに繋げることが出来、利用者の行動をセンサーが段階的に反応し、

    転倒・転落のリスク軽減に寄与している。

● 電源を抜いても、再度電源を入れれば自動的に前回の設定が再開される為、

    職員の負担軽減に繋がっている。

● 液晶も見やすく、簡単に操作できるため新規採用職員への操作指導も適正に

    実施することができる。

● ベッド上でのおよその体重測定も栄養管理面での配慮につながる。

導入後の声
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確実なお知らせ

業務改善

事故の減少

簡単設定

業務改善



【③ 特別養護老人ホーム】

● 人材不足が顕著、正規の介護職員の負担が大きい現状。

    特に介護職員が入浴介助に追われる際などは、フロアに残る職員で30人程度の

    入居者をみないといけない状況。

    施設内で起きた重大事故の内、約3割が転倒による打撲や骨折だった。

    職員は常に転倒のリスクを抱えていたが

    ステーションのモニターで状況が把握できるようになり、事故も減少し

    夜間を含め職員の負担軽減も大幅に軽減することができた。

【④ ショートステイ】

● 御利用者に合わせて活用できており、誤作動も少ない。

● ナースコールが押せない方、認知症等で夜間に特別な動きをされる方の

    見守り機器として使用している。

● ベッドからの転倒・転落 事故件数も減少傾向にある。

● 不必要な訪室による睡眠の妨げもなく、睡眠の質改善に繋がっている。

導入後の声
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事故の減少

負担軽減

誤報なし

事故の減少

睡眠の質の向上



導入効果
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確実なお知らせ（アラート）

利用者に応じた設定

業務改善

負担軽減事故の減少

簡単設定

睡眠の質の向上

月に2件程度発生していたベッドからの転倒事故がほとんどなくなった。

誤報もなく、無駄な訪室回数が減り負担軽減につながっている。

負担軽減が図れることで離職率も2%台でとどまっている。

近隣の施設にも紹介したい。 など

離職率低下

誤報なし



今後の予定
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「見守りケアシステム」は、関連する様々なシステム（介護ソフト・インカム・他センサーシステムなど）

との連携を強化させていただき、現場の皆様の生産性向上につながるように進めてまいります。

また「見守り分野」だけでなく他の「介護テクノロジー利用の重点分野」に貢献する製品の

開発を進めております。

このたび、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）が公募する

令和７年度 介護テクノロジー社会実装のためのエビデンス構築事業【開発補助】において

「移乗支援機能を有する多機能介護ベッド『マルチ支援ベッド（仮称）』の開発」を採択いただきました。

今後も現場の負担を軽減するとともに安心・安全な環境の実現にむけて活動してまいります。
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ご清聴ありがとうございました
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